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英
国
王
立
国
際
問
題
研
究
所
の
区
分
に
よ
る
と
、
世
界
に
は

「
チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
」（
戦
略
的
要
所
）
と
呼
ば
れ
る
国
際
食
糧
貿

易
ル
ー
ト
が
一
四
ヵ
所
あ
る
。
全
世
界
の
大
豆
輸
送
の
二
二
％
を
扱

う
パ
ナ
マ
運
河
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
輸
送
の
二
〇
％
が
通
過
す
る
ミ
シ

シ
ッ
ピ
川
と
並
ん
で
、
黒
海
沿
岸
は
世
界
の
小
麦
取
引
の
一
九
％
を

扱
う
重
要
な
海
路
で
あ
る
。
黒
海
沿
岸
か
ら
出
荷
さ
れ
た
食
糧
や
肥

料
は
広
く
世
界
に
向
か
っ
た
が
、
と
り
わ
け
地
中
海
を
隔
て
た
中

東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
は
、
近
年
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
小
麦

輸
入
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
た
め
、
昨
年
二
月
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
伴
っ
て
の
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
黒
海
封
鎖
で
直
撃
を
受
け
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　

侵
攻
か
ら
一
年
が
経
ち
、
本
稿
執
筆
時
点
に
お
い
て
、
な
お
和
平

は
成
立
し
て
い
な
い
。
こ
の
間
、
七
月
二
二
日
に
国
連
と
ト
ル
コ
の

仲
介
で
「
黒
海
穀
物
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
合
意
さ
れ
、「
世
界
の

食
糧
危
機
を
回
避
す
る
た
め
黒
海
封
鎖
を
解
除
す
べ
し
」
と
の
目
標

は
ひ
と
ま
ず
達
成
さ
れ
た
。
一
二
〇
日
更
新
の
こ
の
穀
物
人
道
回
廊

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
第
二
期
終
盤
に
あ
り
、
つ
つ
が
な
く
い
け
ば
三
月

一
八
日
に
更
新
が
予
想
さ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
を
中
心
に
二
〇
二
二
年
の
食
糧
不

安
の
状
況
と
そ
の
構
造
的
要
因
を
確
認
し
つ
つ
、
食
糧
問
題
に
対
し

て
国
際
社
会
が
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の
か
を
振
り
返
る
。
そ

の
上
で
、
Ｇ
７
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

日
本
国
際
問
題
研
究
所
研
究
員

井
堂
有
子

い
ど
う
　
ゆ
う
こ
　
オ
ラ
ン
ダ
国
立
社
会
科
学

国
際
研
究
所
修
了
。
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文

化
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
専

攻
は
中
東
地
域
研
究
、
開
発
学
。
二
〇
〇
一
〜

一二
年
に
エ
ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
で

調
査
分
析
・
開
発
援
助
の
実
務
に
従
事
。
共
著

に
『
移
行
期
に
あ
る
国
際
秩
序
と
中
東
・
ア
フ
リ

カ
』『
胃
袋
を
満
た
す
国
家
の
戦
略 

戦
後
日
本
、

イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
の
事
例
よ
り
』
な
ど
。

気
候
や
政
治
不
安
に
加
え
、
ロ
シ
ア
の
黒
海
封
鎖
で

中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
食
糧
不
安
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
。

食
糧
問
題
は
主
要
国
際
会
議
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
必
ず
入
り
、

多
く
の
国
際
会
議
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
協
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

Ｇ
７
、
そ
し
て
日
本
の
負
う
べ
き
責
任
は
。

食
糧
問
題
を
め
ぐ
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
Ｇ
７

—
—

中
東
・
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
視
点
を
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紛
争
地
や
被
災
地
に
追
い
打
ち
を
か
け
た
黒
海
封
鎖

 「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
の
目
標
２
は
「
二
〇
三
〇

年
ま
で
に
飢
餓
を
ゼ
ロ
に
す
る
」
で
あ
る
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
、

世
界
の
飢
餓
人
口
は
徐
々
に
減
少
し
て
い
た
が
、
一
九
年
以
降
、
コ

ロ
ナ
禍
や
紛
争
、
気
候
変
動
の
影
響
に
よ
り
、
飢
餓
人
口
は
増
加
に

転
じ
た（O

ur W
orld In D

ata
）。
国
連
世
界
食
糧
計
画（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）

に
よ
る
と
、
二
一
年
に
は
世
界
の
八
億
二
八
〇
〇
万
人
が
慢
性
的
な

飢
餓
状
態
に
あ
り
、
五
三
ヵ
国
の
一
億
九
三
〇
〇
万
人
が
急
性
食
糧

難
に
直
面
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
か
ら
一
年
を
経
た
今
年
三
月
一

日
時
点
で
、
八
九
ヵ
国
の
六
億
七
〇
〇
〇
万
人
が
食
糧
難
に
直
面
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

南
ア
ジ
ア
で
も
慢
性
的
な
食
糧
不
安
が
確
認
さ
れ
る
が
、
危
機
的

な
急
性
食
糧
難
の
状
況
に
あ
る
多
く
の
国
が
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地

域
に
集
中
す
る
。
食
糧
難
に
直
面
す
る
国
民
の
割
合
が
高
い
上
位

一
二
ヵ
国
を
確
認
す
る
と
、
順
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
ソ
マ
リ
ア
、

ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
マ
リ
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
、
ハ
イ
チ
、
シ
リ
ア
、
南

ス
ー
ダ
ン
、
ギ
ニ
ア
、
チ
ャ
ド
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
イ
エ
メ
ン
で
あ

る
。
こ
う
し
た
国
々
は
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
黒
海
封
鎖
以
前
か
ら
、

長
期
化
し
た
紛
争
と
難
民
・
避
難
民
の
深
刻
な
人
道
危
機
、
コ
ロ
ナ

禍
や
世
界
的
物
価
高
に
よ
る
食
糧
不
安
、
東
ア
フ
リ
カ
か
ら
広
が
っ

た
「
七
〇
年
来
」
の
サ
バ
ク
ト
ビ
バ
ッ
タ
の
大
発
生
や
「
四
〇
年
来
」

の
大
干
ば
つ
な
ど
、
複
合
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。

　

さ
ら
に
、
長
期
の
占
領
・
経
済
封
鎖
下
に
置
か
れ
て
き
た
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
や
、
一
九
年
の
金
融
危
機
と
二
〇
年
八
月
の
ベ
イ

ル
ー
ト
港
大
規
模
爆
発
事
件
が
発
生
し
た
レ
バ
ノ
ン
に
お
い
て
も
、

食
糧
・
燃
料
価
格
の
高
騰
と
小
麦
貯
蔵
の
枯
渇
で
人
道
危
機
が
続
い

て
き
た
。
加
え
て
今
年
二
月
、ト
ル
コ
南
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・

八
の
大
地
震
が
発
生
し
、
隣
国
シ
リ
ア
の
被
害
も
含
め
る
と
死
者

五
万
人
を
超
え
る
大
惨
事
と
な
り
、
い
ま
も
救
援
活
動
が
続
く
。
特

に
内
戦
下
シ
リ
ア
の
北
西
部
は
政
権
支
配
地
域
外
で
あ
る
た
め
緊
急

支
援
が
届
か
な
い
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
幾
度
も
の
災
難
と
危
機
が

最
も
脆
弱
な
人
々
を
連
打
す
る
、
過
酷
な
不
条
理
に
言
葉
を
失
う
。

中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
食
糧
不
安
と
そ
の
構
造
的
背
景

　

今
般
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
と
黒
海
封
鎖
が
改
め
て
明
ら
か
に
し
た

の
は
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
が
主
要
穀
物
を
海
外
輸
入
に
大
き
く

依
存
し
て
い
る
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
の
多
く
の
国
が

特
に
主
食
の
小
麦
輸
入
の
八
〜
九
割
を
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
両
国

な
い
し
い
ず
れ
か
に
依
存
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
傾
向

は
、
両
国
が
農
業
輸
出
国
と
し
て
台
頭
し
て
き
た
二
〇
〇
〇
年
代
以

降
の
も
の
で
あ
り
、
現
在
の
よ
う
な
両
国
の
圧
倒
的
シ
ェ
ア
の
確
立
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は
二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
れ
以
前
は
米
国
や
欧
州
諸
国

か
ら
の
援
助
や
輸
入
が
多
か
っ
た
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
は
、
ひ
と
く
く
り
に
で
き
な
い
ほ
ど
の
広

大
な
面
積
と
約
一
八
億
の
人
口
規
模
、
多
様
な
宗
教
・
民
族
・
言
語
、

不
均
一
な
資
源
賦
与
と
域
内
の
経
済
・
人
間
開
発
指
数
上
の
大
き
な

格
差
、
異
な
る
政
治
体
制
を
内
包
す
る
地
域
で
あ
る
。
他
方
、
こ
の

地
域
に
は
大
き
く
共
通
し
た
構
造
的
課
題
も
存
在
す
る
。
具
体
的
に

は
、
気
候
変
動
に
脆
弱
な
自
然
・
環
境
条
件
、
社
会
的
要
素
（
人
口

増
加
、
都
市
化
、
一
人
当
た
り
所
得
の
向
上
と
消
費
パ
タ
ー
ン
の
変

容
、
農
業
従
事
者
の
減
少
、
農
業
の
工
業
化
と
過
度
な
化
学
肥
料
の

利
用
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
生
み
出
し
た
食
糧
補
助
金
政
策
と
そ
の

背
景
に
あ
る
、
こ
の
地
域
に
広
く
共
有
さ
れ
る
「
社
会
契
約
」
の
議

論
）
に
加
え
、
対
外
的
要
素
（
特
に
食
糧
と
農
業
分
野
で
の
国
際
援

助
・
介
入
、「
緑
の
革
命
」
以
降
の
世
界
的
な
主
要
穀
物
の
単
一
化

の
傾
向
な
ど
）
が
複
雑
に
絡
み
合
う
形
で
、
一
九
五
〇
〜
六
〇
年
代

か
ら
徐
々
に
、
現
在
の
よ
う
な
主
要
穀
物
の
輸
入
依
存
態
勢
が
成
立

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

特
に
気
候
変
動
に
関
連
し
て
、
一
部
中
央
ア
フ
リ
カ
と
地
中
海
沿

岸
部
分
を
除
き
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
大
半
が
乾
燥
・
半
乾

燥
地
帯
に
属
し
て
お
り
、
年
間
降
水
量
は
世
界
平
均
の
半
分
（
約

四
〇
〇
ミ
リ
）
に
と
ど
ま
る
。
限
ら
れ
た
耕
作
可
能
地
に
も
塩
害
や

土
壌
劣
化
、
風
水
浸
食
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
世
界
各
地
で

気
温
上
昇
や
熱
波
の
恒
常
化
が
予
想
さ
れ
る
が
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ

は
深
刻
な
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
に
な
る
と
多
く
の
研
究
が
指
摘

し
て
い
る
。
二
〇
一
〇
〜
一
一
年
の
最
初
の
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
遠

因
に
は
気
温
上
昇
と
干
ば
つ
被
害
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

食
糧
問
題
は
地
域
の
安
定
化
の
要
で
あ
る
。

国
際
協
調
の
実
績
と
し
て
の「
黒
海
穀
物
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」

　

二
〇
二
二
年
の
主
要
な
国
際
会
議
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に

食
糧
問
題
が
主
要
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
中
心
を
占
め
た
。六
月
の
ド
イ
ツ
・

エ
ル
マ
ウ
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
食
糧
安
全
保
障
の
た
め
の
グ

ロ
ー
バ
ル
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」
と
「
食
料
と
農
業
の
強
靭
化
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」
の
立
ち
上
げ
が
表
明
さ
れ
、
飢
餓
撲
滅
に
向
け
た
Ｇ
７
と
Ｅ
Ｕ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
確
認
さ
れ
た
。
米
国
も
、
五
月
に
ブ
リ
ン
ケ

ン
国
務
長
官
が
国
連
で
食
糧
安
全
保
障
イ
ベ
ン
ト
を
開
い
た
ほ
か
、

九
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
年
次
国
連
総
会
の
間
に
、
食
糧
安
全
保

障
サ
ミ
ッ
ト
を
国
連
と
共
催
し
た
。

　

国
連
は
食
糧
危
機
に
関
す
る
声
明
を
矢
継
ぎ
早
に
発
表
し
、
警
告

を
促
し
た
。
四
月
に
は
Ｗ
Ｆ
Ｐ
と
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
が
黒

海
封
鎖
解
除
と
早
期
紛
争
停
止
、
穀
物
・
石
油
・
燃
料
な
ど
の
貿
易

再
開
を
含
む
五
つ
の
行
動
要
請
を
呼
び
か
け
た
ほ
か
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
国
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際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）、世
界
銀
行
、Ｗ
Ｆ
Ｐ
、世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ

Ｔ
Ｏ
）
が
共
同
で
声
明
を
出
し
、
迅
速
な
食
糧
援
助
と
と
も
に
各
国

に
輸
出
禁
止
や
制
限
な
ど
の
措
置
を
回
避
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

　

一
一
月
に
エ
ジ
プ
ト
の
シ
ャ
ル
ム
・
エ
ル
・
シ
ェ
イ
ク
で
開
催
さ

れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第
二
七
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

27
）
で
は
、「
適
応
・
農
業
の
日
」
が
開
か
れ
、「
食
料
・
農
業
の

持
続
可
能
な
変
革
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
な
ど
の
設
立
も
発
表
さ
れ

た
。
同
じ
く
一
一
月
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
で
の
Ｇ
20
サ
ミ
ッ
ト
、

一
二
月
の
カ
ナ
ダ
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
の
生
物
多
様
性
条
約
第

一
五
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）、
今
年
三
月
の
イ
ン
ド
・
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
で
の
Ｇ
20
外
相
会
合
で
も
、
食
糧
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
提
言
が
表
明
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
や
気
候
変
動
、
生
物
多
様
性
の

損
失
に
対
し
て
国
際
社
会
の
緊
急
な
対
応
が
迫
ら
れ
る
い
ま
、
短
期

的
な
危
機
対
応
と
中
長
期
的
な
シ
ス
テ
ム
変
革
を
同
時
に
進
め
る
こ

と
の
必
要
性
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

二
二
年
は
二
国
間
・
地
域
外
交
で
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
と
も
に
食

糧
問
題
は
優
先
議
題
と
な
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
七
月
の
サ
ウ

ジ
訪
問
で
は
、地
域
の
食
糧
安
全
保
障
の
た
め
に
一
一
〇
億
ド
ル（
米

国
が
一
〇
億
ド
ル
、Ｇ
Ｃ
Ｃ
諸
国
が
一
〇
〇
億
ド
ル
）
が
約
束
さ
れ
、

八
月
に
は
ブ
リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
が
南
ア
フ
リ
カ
と
コ
ン
ゴ
、
ル
ワ

ン
ダ
を
訪
問
し
、
食
糧
安
全
保
障
や
気
候
変
動
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
。
ロ
シ
ア
の
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
も
七
月
に
エ
ジ
プ
ト
、
コ
ン
ゴ
、
ウ

ガ
ン
ダ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
を
訪
れ
、
ロ
シ
ア
の
安
定
的
な
穀
物
供
給
を

約
束
し
た
。

　

中
国
は
、
中
東
で
の
米
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
低
下
と
対
照
的
に
、

一
二
月
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
包
括
的
合
意
締
結
、
ア
ラ
ブ
・
中

国
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
今
年
三
月
の
サ
ウ
ジ
・
イ
ラ
ン
間
の
関
係
正

常
化
の
仲
介
な
ど
、
存
在
感
を
強
め
て
い
る
。
現
在
の
Ｆ
Ａ
Ｏ
事
務

局
長
は
中
国
出
身
の
屈
冬
玉
氏
で
あ
る
が
、
食
糧
・
農
業
の
分
野
で

も
、
特
に
対
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
、
長
い
協
力
関
係
を
構
築
し
て
き

た
。
こ
う
し
た
地
域
で
の
米
・
中
・
ロ
の
動
き
を
み
る
と
、
確
か
に

外
交
の
ツ
ー
ル
と
し
て
食
糧
問
題
は
利
用
さ
れ
う
る
が
、
グ
ロ
ー
バ

ル
・
サ
ウ
ス
の
側
も
自
ら
の
国
益
を
守
る
た
め
に
大
国
間
の
競
合
を

冷
静
に
観
察
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

食
糧
問
題
を
め
ぐ
る
提
言
が
飛
び
交
っ
た
二
二
年
、
具
体
的
成
果

と
な
っ
た
の
は
、
七
月
の
「
黒
海
穀
物
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
合
意

と
黒
海
封
鎖
解
除
で
あ
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
産
穀
物
の
輸
送
は
、
同

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
る
黒
海
海
運
ル
ー
ト
の
ほ
か
に
、
大
き
く
三

つ
の
ル
ー
ト
（
①
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
バ
ル
ト
海
ル
ー
ト
を
含
む
欧
州
各

地
へ
の
陸
路「
連
帯
レ
ー
ン
」、②
ド
ナ
ウ
川
の
河
川
ル
ー
ト
、③
ル
ー

マ
ニ
ア
・
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
ァ
港
の
黒
海
ル
ー
ト
）
が
開
拓
さ
れ
て
き

た
。
黒
海
穀
物
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
、
人
道
支
援
を
掲
げ
た
国
際
協
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調
の
枠
組
み
で
達
成
さ
れ
た
実
績
で
あ
り
、
黒
海
海
運
ル
ー
ト
を
め

ぐ
る
地
域
協
力
の
成
功
例
で
あ
る
。
国
連
と
と
も
に
仲
介
を
担
っ
た

地
域
大
国
ト
ル
コ
の
重
要
な
役
割
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
地
域
協
力

の
不
在
が
長
年
の
課
題
で
あ
る
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
に
お
い
て
、

危
機
に
際
し
て
示
さ
れ
た
数
少
な
い
協
力
実
績
で
あ
る
。

　

オ
デ
ー
サ
港
と
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
港
を
つ
な
ぐ
穀
物
人
道
回
廊
経

由
の
輸
出
再
開
を
経
て
、
三
月
一
日
時
点
で
、
約
二
二
七
〇
ト
ン
以

上
の
貨
物
（
う
ち
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
四
九
％
、
小
麦
二
七
％
、
ヒ
マ

ワ
リ
油
・
滓
が
一
〇
％
、そ
の
他
の
食
料
品
一
三
％
）が
出
荷
さ
れ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
九
月
に
「『
世
界
の
脆
弱
な
人
々
の
た
め
に
黒

海
封
鎖
を
解
除
す
べ
き
』
と
西
側
は
主
張
し
て
い
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
か
ら
の
食
糧
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
豊
か
な
欧
州
に
向
か
っ
た
」
と

批
判
し
、
一
〇
月
末
に
合
意
不
参
加
を
表
明
す
る
な
ど
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
て
い
た
が
、
最
終
的
に
合
意
は
更
新
さ
れ
た
。
確
か
に
輸
送
先

を
国
別
で
み
る
と
、
中
国
、
ス
ペ
イ
ン
、
ト
ル
コ
、
イ
タ
リ
ア
、
オ

ラ
ン
ダ
、エ
ジ
プ
ト
な
ど
、購
買
力
の
高
い
国
・
地
域
が
大
半
を
占
め
、

ソ
マ
リ
ア
や
レ
バ
ノ
ン
、
イ
エ
メ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
の
紛

争
当
事
国
・
準
当
事
国
へ
の
輸
送
は
量
的
に
限
ら
れ
て
い
た
。
黒
海

穀
物
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
三
回
目
の
更
新
が
な
さ
れ
る
の
か
、
輸
送

品
目
拡
充
を
求
め
る
各
方
面
の
声
に
対
応
す
る
の
か
な
ど
、
今
後
も

注
視
が
必
要
で
あ
る
。

Ｇ
７
が
取
る
べ
き
責
任
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

　

少
数
の
豊
か
な
大
国
の
み
で
国
際
社
会
の
重
要
な
決
定
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
時
代
は
終
わ
っ
た
、と
い
う
の
は
言
い
過
ぎ
だ
ろ
う
か
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
地
球
研
究
所
の
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
サ
ッ
ク
ス
所
長
は

次
の
よ
う
に
批
判
す
る
。
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
始
ま
っ
た
一
九
七
〇
年

代
、
主
要
七
ヵ
国
が
世
界
経
済
に
占
め
る
比
率
は
圧
倒
的
で
あ
っ

た
が
、
二
〇
二
一
年
時
点
で
Ｇ
７
が
世
界
経
済
に
占
め
る
比
率
は

三
一
％
、
か
つ
て
途
上
国
だ
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国
は
三
二
・
九
％
を
占

め
る
に
至
っ
た
。
他
方
、
中
国
や
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
そ
の

他
の
諸
国
を
含
め
る
Ｇ
20
は
世
界
経
済
の
八
一
％
に
貢
献
し
、
現
在

の
国
際
社
会
の
多
様
な
利
害
や
関
心
を
よ
り
正
確
に
代
表
し
て
い

る
。
た
だ
小
国
や
貧
困
国
を
含
ま
な
い
Ｇ
20
も
完
璧
で
は
な
く
、
ア

フ
リ
カ
連
合
を
含
め
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
会
議
の
国
際
オ
ン
ラ

イ
ン
化
を
進
め
て
開
催
費
用
を
抑
え
資
源
の
無
駄
づ
か
い
を
や
め
る

こ
と
、
国
会
議
員
や
科
学
者
、
実
際
に
活
動
に
携
わ
る
人
々
な
ど
と

の
議
論
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
提
言
す
る
。
サ
ッ
ク
ス
所
長
は
、

当
初
の
Ｇ
７
の
目
標
の
多
く
は
米
国
・
Ｅ
Ｕ
年
次
サ
ミ
ッ
ト
で
網
羅

さ
れ
る
、
と
辛
口
で
あ
る
。

　

で
は
、
も
は
や
Ｇ
７
に
は
存
在
意
義
が
な
い
の
か
。
大
枠
で
筆
者

は
サ
ッ
ク
ス
所
長
に
賛
同
す
る
が
、
同
時
に
Ｇ
７
に
は
国
際
社
会
に
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対
す
る
歴
史
的
責
任
と
い
う
点
で
存
在
意
義
が
あ
る
と
思
料
す
る
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
に
お
い
て
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
「
損
失
と
損
害
」
基
金

が
よ
う
や
く
設
立
さ
れ
た
が
、
大
洪
水
で
国
土
の
三
分
の
一
が
水
没

し
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
よ
う
に
、
気
候
変
動
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
自

然
災
害
の
被
害
の
多
く
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
で
起
き
て
い
る
。

Ｇ
７
や
Ｅ
Ｕ
を
中
心
と
す
る
先
進
工
業
国
に
対
し
て
、
彼
ら
が
発
展

し
て
い
く
段
階
で
生
み
出
し
た
「
負
の
遺
産
」
へ
の
自
覚
と
責
任
を

求
め
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
の
声
は
今
後
さ
ら
に
強
ま
っ
て
い
く

だ
ろ
う
。
こ
れ
に
応
え
る
た
め
に
も
、
気
候
変
動
の
時
代
に
即
し
た

新
た
な
技
術
開
発
と
投
資
の
集
中
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
７
が
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
取
っ
て
、
Ｇ
20
や
そ
の
他
の
マ
ル
チ
ラ
テ
ラ
ル
な
枠
組
み

と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
よ
り
経
済
的
利
益
を
得
て
い
る
他
の
石
油
・
ガ
ス
産
出
国
に
対
し

て
も
、
よ
り
中
長
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
フ
ト
と
持
続
可
能
な
食
農
シ

ス
テ
ム
の
た
め
の
技
術
開
発
へ
の
積
極
的
投
資
を
求
め
る
、
国
際
社

会
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

Ｇ
７
で
最
も
食
糧
自
給
率
が
低
い
日
本
に
何
が
で
き
る
の
か
。
日

本
の
自
給
率
は
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
三
八
％
と
さ
れ
る
が
、
東
京
大

学
の
鈴
木
宜
弘
教
授
の
試
算
で
は
、
種
子
や
肥
料
を
含
め
れ
ば
さ
ら

に
低
い
一
〇
％
ほ
ど
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。米
国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
、

他
の
Ｇ
７
諸
国
は
農
業
生
産
・
輸
出
力
を
持
っ
た
工
業
国
で
あ
り
、

日
本
と
は
状
況
が
異
な
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
自
覚
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
燃
料
や
肥
料
の
価
格
高

騰
が
国
内
の
畜
産
農
家
を
苦
境
に
追
い
込
ん
で
い
る
。
眼
前
の
危
機

を
乗
り
越
え
る
た
め
に
迅
速
な
救
済
措
置
が
求
め
ら
れ
る
。

　

同
時
に
、
日
本
各
地
で
こ
の
危
機
を
機
会
に
し
よ
う
と
す
る
動
き

も
活
性
化
し
て
い
る
。
下
水
道
か
ら
の
リ
ン
回
収
、
食
品
ロ
ス
削
減

と
肥
料
・
飼
料
化
を
つ
な
ぐ
試
み
、
江
戸
時
代
の
循
環
型
農
法
を
彷

彿
と
さ
せ
る
、
微
生
物
の
力
を
生
か
し
た
落
ち
葉
や
米
の
籾
殻
の
肥

料
化
な
ど
、
実
に
多
様
な
試
み
が
存
在
す
る
。
Ｆ
Ａ
Ｏ
は
世
界
の
小

規
模
農
業
や
持
続
可
能
な
農
法
と
し
て
の
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
推

奨
す
る
が
、
日
本
各
地
に
は
、
既
に
有
機
・
無
農
薬
農
業
の
実
践
の

広
が
り
が
あ
る
（
日
本
の
合
鴨
農
法
は
世
界
で
も
有
名
）。
内
外
の

多
様
な
技
術
開
発
と
実
践
に
も
っ
と
光
を
当
て
、
国
と
し
て
積
極
的

に
投
資
や
支
援
を
行
い
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
こ

の
際
、
食
糧
・
肥
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
個
別
の
問
題
群
と
し
て
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
つ
な
が
り
を
意
識
し
た
技
術
開
発
の
先
例
（
脱
炭

素
の
た
め
の
グ
リ
ー
ン
・
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
）
か
ら
も
学
び
た
い
。

日
本
が
未
来
志
向
の
持
続
可
能
な
食
農
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
を
提
示

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
地
域
の
食
糧
問
題
解
決

に
も
貢
献
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
は
そ
の

よ
う
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
期
待
す
る
。
●




